
実社会との接点を重視した課題解決型
学習プログラムに係る実践研究
成果発表会

研究主題
「徳島県鳴⾨市のまちづくりを考える」
〜５年先，１０年先，私たちが住み続けるまちであるために〜

徳島県⽴鳴⾨⾼等学校 徳島県⽴鳴⾨渦潮⾼等学校

1



徳島県⽴鳴⾨⾼等学校
実践研究成果報告

令和５年１⽉２０⽇（⾦）
徳島県⽴鳴⾨⾼等学校
⼭本 義裕 久⽶川和輝
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鳴⾨⾼校での取組
•令和元〜２年 国⽴教育政策研究所教育課程研究指定校事業
•令和３〜４年 実社会との接点を重視した課題解決型学習プログ
ラムに係る実践研究

これらの実践を通して…
①「社会的な⾒⽅・考え⽅」を働かせる，主権者教育に関
わる単元構想及び評価計画の作成

②教科間連携，専⾨家や関係諸機関との連携を組み込んだ
単元構想

③成果物の作成を通して学習の⾒通しと振り返りの機会を
確保し，⽣徒⾃⾝が⾃⼰の学びを調整できる単元構想

3



関係諸機関との連携を単元を構成する要素
とするために･･･
「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム」の実践にあ
たり，最終⽬標を鳴⾨市に意⾒書を提出することにゴールを設定した。
ゴールを設定し，⾒据えることにより，逆算的に単元計画しやすかっ
た。
その過程に専⾨家による出前講座を組み込んだ。
最終成果物のイメージを持てていたことが「出前講座を組み込んだ単
元」という意識をもてた要因。
しかし…
「その場限り感」「⾏き当たりばったり感」は痛感。余裕を持って指
導計画，単元計画を練り，連携諸機関と⼗分な打合せができていれば，
もっと効果的なものにできたはず。
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鳴⾨市役所各課，鳴⾨市議会事務局との連携
◆講演→授業実践（学びの調整）→成果物の評価と活⽤の３場⾯。
総合的な探究の時間ともかかわらせて，２学年全体に「なると未来づくり総合戦略」
について講演。（１回⽬︓導⼊に位置づけ）

鳴⾨市議会事務局から⾼校⽣会議開催の依頼
→「議会や⾏政も若者世代と関わる機会を求めています。」とのお声かけ。

その後，実践研究の対象クラスでは，倫理の授業において，先哲の思想を⼿がかりに，
意⾒書の⽅向性を考えていく。
鳴⾨渦潮⾼校との交流により，相互の視点を融合。
⽣徒が考えた素案に対して中間アドバイスをもらう。（２回⽬︓学びの調整）

最終的に提出した意⾒書に対して講評してもう。⾼校⽣の意⾒として市政への活⽤を
検討してもらう。（３回⽬︓成果物の評価，活⽤）

導
⼊

学
び
の
調
整

評
価
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鳴⾨市役所各課，鳴⾨市議会事務局との連携
総合的な探究の時間ともかかわらせて，２学年全体に「なると未
来づくり総合戦略」について講演。（１回⽬︓導⼊に位置づけ）

導
⼊

鳴⾨市戦略企画課による
出前講座

（会議室よりリモート配信）
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鳴⾨市役所各課，鳴⾨市議会事務局との連携
鳴⾨市議会事務局から⾼校⽣会議開催の依頼

→「議会や⾏政も若者世代と関わる機会を求めています。」とのお声かけ。
その後，実践研究の対象クラスでは，倫理の授業において，先哲の思想を⼿がかりに，
意⾒書の⽅向性を考えていく。
鳴⾨渦潮⾼校との交流で，相互の視点を融合。
⽣徒が考えた素案に対して中間アドバイスをもらう。（２回⽬︓学びの調整）

学
び
の
調
整

鳴⾨市議会事務局 ⾼校⽣会議 鳴⾨渦潮⾼校との連携交流
鳴⾨市⼦ども未来創造室
出前講座・指導・助⾔ 7



鳴⾨市役所各課，鳴⾨市議会事務局との連携
最終的に提出した意⾒書に対して講評してもう。⾼校⽣の意⾒として市政への活⽤を
検討してもらう。（３回⽬︓成果物の評価，活⽤）

評
価

１⽉１６⽇に鳴⾨市⻑に対して，⽣徒達が考えた意⾒書をプレゼンテーション
させていただき，講評もいただきました。

作成した意⾒書（成果物） 意⾒書の提出・意⾒交換



連携を組み込んだ単元計画
第１時 鳴⾨市戦略企画課による出前講座 「なると未来づくり総合戦略」（総探）

社会契約説 「なぜ政治や国家が必要なのか」（倫理）
第 ２〜３時 功利主義 「よりよい社会とは︖」（倫理）

鳴⾨市各課による出前講座（総探）
第 ４時 社会主義思想 「⾃由とは︖平等とは︖公平とは︖」（倫理）
第 ５〜６時 ⼈格の尊厳－カント 「普遍的な道徳とは何か︖理想的な社会とは何か︖」

（倫理）
第 ７時 ヘーゲルの⼈倫の思想 「個⼈の⾃由と社会の秩序はいかに両⽴すべきか」

（倫理）
第 ８〜９時 実存主義 「社会参画の意義とは︖」（倫理）
第 １０時 ロールズ、センの正義論 （倫理）

「⼥性議員の数を強制的に増やすことの是⾮は︖」（倫理）
課外に設定 鳴⾨渦潮⾼校との意⾒交換

鳴⾨市企画戦略課，⼦ども未来創造室による中間アドバイス
意⾒書の再検討
意⾒書の提出，鳴⾨市⻑，議⻑からの講評，意⾒書の取り扱い状況の報告
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実践を振り返って成果と課題

⽣徒の成⻑は⼤いに感じた。社会や⼤⼈，同年代の⾼校⽣と関わり合うことを
通して，⾃信をもって発⾔できるようになったり，学んだことが社会に活かせ
る期待感をもって授業に臨む⽣徒の姿を⾒ることができた。

実践前後のアンケート結果より，社会参画意欲の向上が⾒られた。
「若者の社会参加で社会は変わると思うか」…かなり変わる 20％→60％

「社会参画意欲はどのくらいか」…⾼い・やや⾼い 17％→65％

「５年先，１０年先の鳴⾨市を⾒据えたとき，⾼校⽣や若者に求められることは何だと思いますか。」
→・積極的な社会参加 ・ボランティア ・もっと選挙などに⾏くこと
・考えを伝えること ・魅⼒を知り伝えていく ・社会参画の仕⽅

・⾃分から⾏動する積極性 ・政治に対しての知識 ・関⼼・意欲・態度
・⾏動⼒や発⾔⼒ ・さらにその先を考える⼒ ・⾜りないものを考える⼒
・新しい課題を解決するための想像⼒

・ありのままの意⾒を何らかの⽅法で発信し、不満だけを⾔うのではなく具体的な意思
表⽰をする。

・鳴⾨をよりよくするために⾼校⽣や若者の⽬線の意⾒をたくさん出すこと

成果：⽣徒の成⻑と変容

⾃分に⾜り
ないもの社会参画の

⽅法 深めた⾃覚
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実践を振り返って成果と課題

授業改善の視点獲得→「単元」を意識。学びの調整としての出
前講座。

専⾨家との連携を組み込んだ単元計画の作成に取り組めた。

連携先との打合せの中から，外部講師からの授業計画に係る提
案を引き出せたことは，情報共有の成果。

出前講座やそれに係る打合せを通して授業に活かせる「問い」
の獲得。

成果：教員の授業改善の視点から
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実践を振り返っての成果と課題

関係諸機関との⽇程調整等の負担感は⼤きい。
→連携先も学校もお互いに「敷居が⾼い」と感じており，
連絡を躊躇，敬遠してしまいがち。

→コーディネーター役の存在など、より効率的で柔軟な連携
の在り⽅の⼯夫について検討が必要。

課題解決学習として中⾝のある具体的な解決策を提⽰するには，
やはり専⾨的な知識，情報が必要。
→関係諸機関と授業計画や既習事項を共有し，継続的に連携して
いくことが課題。⽣徒から出た意⾒（解決策）について妥当性や
実現可能性をもたせるために，必要な知識や情報，経験を獲得す
る場としての関係諸機関等との連携の在り⽅や公⺠科の授業改善
に繋げていきたい。

課題
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徳島県⽴鳴⾨渦潮⾼等学校
実践研究成果報告

令和５年１⽉２０⽇（⾦）
徳島県⽴鳴⾨渦潮⾼等学校

猪上 翔太
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鳴⾨渦潮⾼校での取組

① 「開かれた学校」をめざし，地域と連携し，専⾨家や関係諸
機関などと積極的な交流

② 「社会的な⾒⽅・考え⽅」を学びの中で深められる単元構想
及び教材の⼯夫

③ ⽣徒が積極的に議論する中で多⾯的・多⾓的に考察したり，
構想したりする場⾯の設定



研究指定クラス ３１HR【スポーツ科学科】
【専攻実技種⽬】
硬式野球部 柔道部 剣道部 陸上部 男⼦バスケットボール部 ⼥⼦サッカー部 ⼥⼦ラグビー部

【スポーツ科学科の⽬標】
『⾼度な専⾨技術や知識を有するトップアスリートをめざす！』
スポーツについての専⾨的な実践⼒を⾝につけるだけでなく，
市⺠性や国際性を兼ね備えた豊かな⼼を⾝につけたものをさす。

【課題解決型学習プログラム】
社会や地域の現状を知ることで，
スポーツ科学科で学んできた強みを
課題解決にどのように活かせるか考
えるきっかけとする。

（授業，専⾨家や関係諸機関の活⽤）
公⺠科の学習

地域フィールドワークスポーツ科学科での学習

鳴⾨市への意⾒書

（スポーツ科学科） （総合的な学習の時間）

（成果物）



公⺠科の学習の流れ(授業・外部⼈材の活⽤)

授 業

INPUT

OUTPUT FEEDBACK

学びの出⼝

学びの⼊⼝
学びの深化

講 演

成 果 物

①鳴⾨市財政課による講演
(総合的な探究の時間)

②⼤学教授による講演
(総合的な探究の時間)

③地域フィールドワーク
(総合的な探究の時間)

①グループワーク
(ICT活⽤)

②ワークシートの⼯夫
(ICT活⽤)

①鳴⾨⾼校との交流

②鳴⾨市への意⾒書



＜⾼等学校・３年⽣＞公⺠科（政治・経済）
【単元名】⺠主政治の基本原理（ ⼤項⽬(1) ア ）
【主な単元の⽬標】地域の課題解決に主体的に取り組む意識を⾼める。
【学習課題】「５年先，１０年先の鳴⾨市の未来につながる提案はどのようなものか。」



外部⼈材の活⽤
〜鳴⾨市財政課による講演〜



鳴⾨市からいた
だいた資料に基
づいて財政状況
を把握



鳴⾨⾼校との
交流会



地域フィールドワーク(Uʼz地域塾）【総合的な探究の時間】

フルーツガーデン
やまがた①

21

株式会社
ひかりや

アオアオ
ナルトリゾート

とくしま
コウノトリ基⾦

本家
松浦酒造

フルーツガーデン
やまがた②



⾜を運んで得た情報(活きた地域の声)をもとに，鳴⾨の課題を解決する！
Uʼｚ地域塾は，課題を解決していくための知恵を得る場所！
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アンケートによる地域の実情把握 徳島新聞と鳴⾨市の広報誌に掲載していただきまし
た！



グループワーク
の様⼦



鳴⾨渦潮⾼校の提案

鳴⾨市財政課の講演

市⺠アンケート結果
＋



成果物
鳴⾨⾼校との交流 鳴⾨市への意⾒書

学びの調整

⾞輪と渦巻く鳴⾨の魅⼒・⾞輪でつなぐ家族の絆
~サイクリングツーリズム~・~親⼦サイクリングロード~

【ルート】
① 鳴⾨海峡⼤橋
② ⼟佐泊
③ 撫養街道
④ 道の駅

「くるくるなると」
⑤ ⼤⾕焼の⾥
⑥ ドイツ館
⑦ ⼀番札所「霊⼭寺」

新提案

「鳴⾨市 観光ガイドマップ」より掲載



鳴⾨⾼校との交流 鳴⾨市への意⾒書
学びの調整

新スポーツを開発して，新スポーツの聖地NARUTOへ
『リズムに乗って，Uʼzを舞う♪〜ハートを燃やせ〜』

【ルール説明】
１チーム３⼈で構成。制限時間内に
味⽅に何度パスできるかを競う。左
図の場合，⻘がAT(攻撃) ⾚がDF(防
御)
第九の１章が流れる間，中⼼円の選
⼿がボールを持ち，外円の２⼈の味
⽅が，2重円の防御を交わしながら
ボールを受ける。パスの１往復を１
点と換算し，得点を競う。
第九の１章が終わると攻守交代する。
ノーサイド(試合終了)になれば，相⼿
味⽅関係なく，６⼈でハートを作る。

⾞輪と渦巻く鳴⾨の魅⼒・⾞輪でつなぐ家族の絆
~サイクリングツーリズム~・~親⼦サイクリングロード~

【ルート】
① 鳴⾨海峡⼤橋
② ⼟佐泊
③ 撫養街道
④ 道の駅

「くるくるなると」
⑤ ⼤⾕焼の⾥
⑥ ドイツ館
⑦ ⼀番札所「霊⼭寺」

旧提案 新提案

成果物

「鳴⾨市 観光ガイドマップ」より掲載



評価について Microsoft teamsを積極活⽤
授業前（４⽉） 授業後（１⽉）



実践を振り返っての成果と今後の取組
成果

学びのインタラクショ
ン(相互関係性)を獲得

・学んだ知識を基に出来事を
考えることができた。
←主体性・関⼼度

・教科横断的な学びの基礎を
確⽴す
ることができた。
←公⺠科 +  体育科

「学びに向かう⼒」の
創造

社会に｢開かれた学校づくり｣
の推進

鳴⾨渦潮⾼校

企業・団体 鳴 ⾨ 市 鳴⾨⾼校 鳴⾨教育⼤学

産 官 学 学

・⽣徒⾃ら｢問い｣を設定し，
主体的に考察することができた。

｢分からないことが増えた｣
・⽣徒の｢傾聴⼒｣を深まった。

・地域に学校への興味・関⼼を
持ってもらえるようになった。

・学びにおける「⾃信」をつける
ことができた。

・⽣徒の｢やる気｣を引き出せた。



今後の取組

① さらなる専⾨家・関係諸機関との連携強化

② 学校内での教職員・教科間の連携強化

③ 実践成果の共有と発信


